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〈原著論文〉

国立公園の起源

――国立公園の創設を導いた画家G. Catlin――

村 上 公 久

On the Origin of The National Park: The Painter Who Conceived the Idea

Kimihisa MURAKAMI

It is not well-known that a painter advocated the idea of a ‘Nation’s Park’ in 1832 and his vision

resulted in the concept and foundation of national parks as we know them today. The first person

generally credited now with conceptualizing a “national park” was George Catlin (1796-1872), a

self-taught artist who traveled extensively among the native peoples of North America while

sketching and painting portraits, landscapes, and scenes from daily Indian life. On a trip to the

Dakotas in 1832, he worried about the impact of America’s westward expansion on Indian civiliza-

tion, wildlife, and wilderness. They might be preserved, he wrote, “by some great protecting

policy of government . . . in a magnificent park . . . . A nation’s park, containing man and beast, in all

the wild and freshness of their nature’s beauty!”

Hidden in the shadow of the more famous John Muir, the “Father of American National Parks”,

George Catlin has not been highly regarded, but his original idea of a national park is the source of

conservation of wilderness together with the idea of lifestyle and culture being fostered and

developed in the arms of Mother Nature. The national parks embody a radical idea, as uniquely

American as the Declaration of Independence, born in the United States nearly a century after its

conception. It is a truly democratic idea that the magnificent natural wonders of the land should

be available not to a privileged few, but to everyone.
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１．国立公園の起源とG. Catlin

National Park「国立公園」の制度は我が国を含め全世界に展開しており，南北アメリカ 27 カ国，

アジア 17 カ国，オセアニア５カ国，ヨーロッパ 36 カ国（ヨーロッパ国立公園連盟EUROPARC加

盟国），アフリカ 26 カ国，に国法に制定した国立公園制度に基づいて管理運営される「国立公園」が

存在する。現在，世界各地にある国立公園は約 7000 を数える（IUCN 2010）が，これらの「国立公

園」とその制度の起源は，一人のアメリカ人画家ジョージ・カトリンGeorge Catlin の着想から始ま

る。

自然保護・環境保全に関して単に一国の制度の事例として検討するのではなく，普遍的な価値を

持つ社会制度 institution としてのアメリカ合衆国の「国立公園制度」について考察することは「環

境の時代」にあって重要な試みである。

アメリカ合衆国における「国立公園制度」に先立つ，最初の連邦政府（中央政府）による自然保

護を目的とした法による国有地の指定については，筆者は先に

「英海軍と新大陸の森林 ―独立戦争前期の森林資源争奪―」

British Royal Navy and Forest Resources in New England

―Forest Resources Development in New England and Naval Timber Reserves―

（聖学院大学論叢 vol. 15―No. 2，2003 年）において 1817 年にアメリカ合衆国海軍が軍艦建造に必

要な広葉樹の木材を確保するために創設した連邦政府「保全林」が，同国の「自然保護区」の起源

であることを示した。

筆者はその際，アメリカ独立戦争前後期の森林・林政史の学びの中でアメリカ合衆国の国有林，

現在のUS National Forest 制度の起源が米国海軍の創設に関係していることを知った。合衆国の独

立期，列強の海軍力に対抗するための海軍軍艦（木造戦艦）の建造に必要な良質の木材を確保する

ために最初の連邦保全林が設定されたのであり，これが現在のアメリカ合衆国国有林US National

Forest の起源である。連邦議会は 1799 年に将来の海軍軍艦建造の資材を確保するため，林地と林

木の購入に 20 万ドルの支出を認めた。この 18 年後の 1817 年には，連邦議会は大統領の承認の許

にカシ類の立木とベイスギ red cedar Juniperus virginniana（ビャクシンの一種）のある林地を，売

却から防ぎ合衆国海軍に供給する事を唯一の目的として，海軍長官に付託している。この後，軍艦

建材のための森林保全を巡っては紆余曲折があるが，1850 年代に鉄鋼船が出現して造船事情が一変

するまで，合衆国海軍が「森林を無秩序な伐採から防ぐ」国有林制度の起源に直接に関与していた

のである。そしてこれが同国の森林の保全，さらに後の時代の森林のみならず自然保護・環境保全

の創始となったのである。
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アメリカ合衆国の連邦政府による公的な自然保護・環境保全について，この国有林 US Forest

service の起源である連邦保全林の設定に次いで，歴史に登場するのが 1832 年の G. Catlin のアメリ

カ合衆国の「国の（国家と国民の）公園」nation’s park（国立公園 national park）である。では，こ

のアメリカ合衆国の「国立公園制度」は何時，どのようにして始まったのであろうか。

未知の，あるいは未だ十分に理解していない問題や事柄に近づく方法は二つある。一つは発生論

的接近 genetic approach であり，もう一つは機能論的接近 functional approach である。前者はそ

の事の発生の次第を明らかにしてさらにその後の発生論的な連続を辿ることによってその問題や事

柄をよく理解しようとするアプローチであり，後者はその事が他の関連する事々とどのように関

わっているかという関数的 functional 関係を把握しようとすることによってその事柄をよく理解し

ようとする方法である。

「ある事柄についてよく知りたければ，それは『なぜ，どのようにして始まったか』という誕生の

物語を知れば良い。」アンリ・ポアンカレのこの言葉は，genetic approach の有効性を的確に示して

いる。

本稿は国立公園について発生論的接近 genetic approach によって理解しようとする試みであり，

世界最初の国立公園の誕生の次第を理解することによって「国立公園とは何か」をよく知り考えよ

うとする試論である。

２．はじめに―アメリカ最大の資産「国立公園」制度―

「国立公園」と「総合大学」は，アメリカの資産である。アメリカは今なお豊な国であり多くの資

源と富があるが，アメリカが世界に誇ることが出来る世界の他の国々や地域には類を見ない，そし

て各国がアメリカから学んで自国へと導入してきた，アメリカの独自の文化が育んできた資産が二

つある。それらは「国立公園」と「総合大学」である。アメリカ文明の大きな源流となっているヨー

ロッパにも「公園」と「大学」はあった。しかし，人為による自然破壊がおよぶ前に国家によって

大自然の一部を法制度の保護で包んで未来の国民へと「手付かずの自然」を継承する「国立公園」

制度National Park System，そして教育と研究を広範な領域に展開して外部の諸機関・組織また個

人に研究と教育の結果をもって貢献しさらに学外の一般の市民へ良質の教育を多様な形で提供する

「アメリカの総合大学」は，今後に同国がさまざまに変遷することがあってもなお高い価値をもつ

世界に冠たるアメリカ合衆国が生み出した社会制度 institution である。

文字通りの世界最初の国立公園である 1872 年に創設されたイエロー・ストーン国立公園を始め
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として８千４百万エーカーに及ぶ原自然，史跡，景勝，野生動植物区が連邦政府によって保護区と

され，内務省国立公園局によって保全管理され，注意深い配慮と規制の下に公開されている。

2-1．「国立公園」構想の先駆者たちと「国立公園の父」ミューア John Muir

G. Catlin の「国の公園」の提唱に先立って英国の著名な詩人William Wordsworth は，1810 年に

湖水地方への旅を著す中で「（湖水地方は）ある種の国の資産として，誰もが享受できる保全された

自然として護るべきである」旨を書き残し公的に指定した特定の地域を保全する必要を唱えている。

これは後にCatlin が構想する「国（国家と国民）の資産」としての保護・保全区の設定に類似する

提唱である。

また，Catlin が「国の公園」構想を著した 1832 年と同年に誕生した第 12 代スウェーデン科学ア

カデミー議長であり国会議員も務めた，北極圏の探検で著名なフィンランド生まれの Adolf Erik

Nordenskiöld 男爵（1832-1901）は，G. Catlin の提唱の約半世紀後の 1880 年に，Catlin の着想に近

い提案をしている。これらの両名は「国立公園」構想の先駆者と言うべきであろう。

これまでアメリカ合衆国の国立公園の起源について論じられる時は，先ず決まって「国立公園の

父」ミューア John Muir が紹介される。国立公園について議論される際は，特にその起源について

議論されるときには決まってMuir の功績が言及される。自然保護の理念は，このスコットランド

系のアメリカ人Muir に始まると言っても過言ではないだろう。しかし，Muir 以前に George Cat-

lin が国立公園の創設を提唱していたこと即ち，「アメリカの国立公園（国民が共有する公園）」の起

源が一人の画家の着想であったことは，近年まで忘れられていた。

2-2．G. Catlin「国立公園」の創設を導いた画家

画家ジョージ・カトリンGeorge Catlin について

George Catlin は，1796 年７月 26 日ペンシルヴァニヤ州 ウィルキスバレで生まれ，1872 年 12

月 23 日ニュー・ジャージー州 ジャージー・シティーで死んだ。彼の生涯を略述すれば，以下のよ

うになる。

コネチカット州リッチフィールドで法学を修めた後，法律事務所を営んだが 1823 年に独学で身

につけた絵画へ転向し，細密画を得意とし肖像画を多く描いた。少年時代よりアメリカ先住民（ア

メリカン・インディアン）の生活に強い興味を持っていたが，1829 年，当時西部開拓により急速に

消滅しつつあった彼らのライフ・スタイルを記録しておくことを決断しフロンティアに出て行き，

中部平原地帯で多くの部族を訪問し 500 以上の絵を描き記録を残した。1837∼1845 年にアメリカ

国内およびヨーロッパで個展を開き，画集・文集を出版。1852∼1857 年に中・南米を旅し，スケッ

チ類を加えた。カトリンの死後 1879 年にスミソニアン・インスティチュートが彼のコレクション

を取得した。数多くの絵画，スケッチと共に著作もある。

聖学院大学論叢 第 23 巻 第１号158



アメリカでは，美術史の分野でアメリカ先住民を絵画により記録した画家としてその分野の専門

家などに知られているが，「国立公園の提唱者」としては，あまり知られていない。彼の Nation’s

Park（国の・国民の公園）というコンセプトは現代の問題意識を先取りした極めて先駆的なもので

ある。

「国立公園」創設の背景

―若い国アメリカのアイデンティティーとしての大自然―

苦しい対英独立戦争に勝利した若い近代国家アメリカの指導者たちは，成立したばかりの国家が

世界に向かって誇れるもの，特に旧宗主国である英国を含むヨーロッパの国々に向かって誇ること

が出来る「新大陸アメリカのアイデンティティー」を強く求めていた。新大陸を訪問したヨーロッ

パ人に共通する感想は「アメリカにはシェークスピアもない。バッハもない。絵画も建築物も見る

べきものがない。あるのはただ野蛮だけである。」といった見下した評価であった。（The Times 訪

米紀行の記事等）カトリンは人工の文明の成果ではなく，アメリカの大自然こそが彼らの新しい国

のかけがえのない天賦の富であることに気付いていた。そしてその壮大な自然に溢れるアメリカで

自然破壊が既に始まっていた。カトリンは中西部への旅で，白人による凄まじい先住民族と野性生

物への無用の殺戮を各地で目撃し，文明による「破壊」と文明人の罪の深さにおののいた。

中西部への８年間に亘る長い旅から東部へ戻ったカトリン，また政府派遣西部探検隊に同行した

画家モラーンらの絵画は，壮大で美しい西部の原自然をみごとに描き出し，国立公園制度の創設を

導く重要な役割を果たした。1832 年のカトリンの提案Nation’s Park は 40 年後にNational Park と

して実現した。1872 年ユリシーズ・グラント大統領の署名により国立公園法が制定され，世界最初

の国立公園イエロー・ストーンが誕生した。現在アメリカ国内に 369 箇所の国立公園が制定されて，

原自然と野性生物を含む生態，景観の保全が図られている。この偉業の始めに一人の画家がいたこ

とが忘れられている。

G. Catlin 自身のエッセイ Nation’s Park（「国（国家と国民）の公園）の着想

1832 年から 1839 年までの８年間の中西部への旅の途上での見聞とCatlin 自身の考察を記述した

Letters and Notes on the Manners, Customs, and Condition of the North American Indians
＊
の中で，

アメリカ先住民の部族が白人がもたらすウイスキーと交換するためだけにおびただしい頭数の野牛

（バッファロー・アメリカ野牛）をなぶり殺しにし皮も肉も捨ててただ舌のみを交易所に持ってく

る様を目撃し，野生動物と先住民の暮らしを含めた自然が近未来に消滅することを恐れをもって予

感した Catlin が，原自然と人の暮らしを含む風土を保全するために連邦政府によるNation’s Park

を着想する次第を，以下のように記している。
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1832 年５月，川の上流に向かっていた私が初めてこの地に到着し，毛皮の交易市場に宿泊した時，

……次のような話を耳にした。私が到着する僅か数日前（その時，おびただしい野牛の群れが川の

対岸に姿を現し，展開してはるか彼方まで平原の大部分を黒く染めた）正午頃に，馬に乗った 500

∼600 人のスー族の集団が渡河した。彼らは野牛の群れの中を数時間駆け巡って，日没に再び川を

渡って戻ってきた。彼らは 1,400 もの新鮮な野牛の舌を交易市場に持ち込み，それらをまとめて投

げ降ろした。彼らはそれでわずか数ガロンのウイスキーを手に入れ，小さな放蕩的な宴会を催した。

酒は瞬く間に尽きてしまった。

この高貴で有益な動物の生命をこのようにしてただなぶり殺しにしてしまう悪徳の乱獲は，私が

知る限り，ただ殺す楽しみが目的でその皮も１ポンドの肉も持ち帰らないのだから（舌を除いてだ

が），これは一見途方もない予測に思えるかもしれないが，私はこの事態が進めば間違いなく野牛の

絶滅が間近に迫ると恐れているのであって，このような事態は私の予測を，十分に裏づけるもので

ある。……

しかし，将来に（連邦政府による適切な大規模な保護政策によって）野牛たちがその純粋な美し

さと野生を保ったまま保護されているのを，見ることが出来るかもしれないと我々が思い描くこと

ができるならば（政策によって護られた地域を旅行し，じっくりと自然に親しむことができるなら

ば），それは何というすばらしい未来像だろうか。野牛たちは壮大な公園の中にいる。その公園の

中では，伝統の衣装を身にまとった先住民が，頑丈な弓や楯，槍を手にして，エルク鹿や野牛の素

早く移動する群れの間をぬって野生馬を疾走させてやってくる。そのような素晴らしい姿を，世界

の人々はその時から先長きにわたって，この国の洗練された市民と世界の人々が観ることが出来る。

これは何と美しく，また興奮を覚える様であろうか！ その中では人間と野生動物が，その生まれ

持った美しさと野生性と新鮮さを保ったまま暮らしている，Nation’s Park 国と国民の公園！

私はただそのような保護区の提唱者でありたいとのみ願っているのであって，将来に私を称える

記念碑が建てられたり著名人のリストに名が記されたりすることなどは，望外なのである。

上記の引用＊の骨子の部分は，原文では“by some great protecting policy of government . . . in a

magnificent park . . . . A nation’s park, containing man and beast, in all the wild and freshness of

their nature’s beauty!”（太字は筆者）であるが，これがアメリカ合衆国の国立公園の起源であり，

世界中の国立公園の起源となった理念なのである。

上文中，括弧内（……）は筆者

＊Catlin, George. Letters and Notes on the Manners, Customs, and Condition of the North American

Indians, 2 vols. London, 1841; Reprint, Minneapolis, 1973.
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Catlin は中部平原を旅したこの８年間に，西部開拓のインパクトが原自然に及んでゆくのを目撃

し，やがて人と暮らしの場である自然 nature がそれらを包みこんでいる原自然wilderness と共に

滅びてゆくことを予見し，恐れていた。この深く極まった Catlin の危惧がNation’s Park を着想す

るに至った所以である。

３．Catlin の着想の意義―カトリンの構想の今日的意義―

Catlin が「国（国家と国民）の公園」を着想した時代背景について

―Man-in-Nature が Man-over-Nature へと変わってゆく時期―

先ず「ヒトと自然との関わり」の観点から，時代区分を試みCatlin が「国（国家と国民）の公園」

を着想した時代背景について考える。

ヒトの出現以前の世界や，ヒトが未だその足を踏み入れていない手つかずの自然を「原自然」と

呼ぶことにする（wilderness ウィルダーネスという語に対応する）。ヒトが現われて，その活動が

及び始めたが未だ人為が強く影響を与えていない部分を「自然」（nature）と呼ぶ。やがて自然の中

でヒトが暮らし始め，さらには道具を使うなどしてヒトが強く自然と関わり始めると，ヒトにとっ

てその自然は「環境」（environment）へと変質する。つまり，ヒトの登場によって原自然が自然に

なり，文明を持ったヒトの動物以上の生活が始まるとヒトにとって自然が環境となる。

人類の歩みを，どのように自然と関わってきたかをFlorence Klachholn の試論を援用して観ると

A：nature-over-man（自然が，未文明の人間を支配）over は，支配関係

B：man-over-nature（人間が，文明によって自然を支配）

C：man-in-nature（自然の中に共生している人間）

の３つの型（段階，時代）に分類することができる。Aの段階にとどまっていた頃，動物の一種で

あったヒトは「川原に生える一本の葦」のように弱く，大自然の脅威の下で辛うじて生きていたが，

やがてこの「考える葦」は，火と道具を用い技術を発達させながら自然を制御し始め，文明を興し

やがて科学技術を駆使して自然を支配し始め Bの段階へと進んで行く。これまでのところAを脱

して Bに向かいさらに Bを推し進めることが，すばらしい「進歩・発展」だった。「人類の歴史と

は」と問われれば，「Aから Bに向かう歩み」と答えてもよいだろう。しかし今，その過程で環境問

題が起こり人類が苦しんでいる。人類は文明によって自然を支配しman-over-nature を達成した。

悲劇的なことに，達成した途端，人類は環境問題つまり生命環境の急激な劣化を引き起こしてしま

い，他の生物種を巻き込んで滅びようとしている。世界で最初にAを脱してBに向かったのは，近

代科学・技術文明を帯びて資本主義的発展を達成しつつあったアメリカ合衆国だった。Catlin が大

平原で目撃した自然破壊の悲惨は，彼の国がAを脱してBに向かい始める近代化の予兆だった。
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「原自然」の中に登場したヒトはその賢さによって「自然」を「環境」へと変えてゆき環境問題を

起こした。現在「地球環境問題」を巡って最大のディレンマは「開発か環境か」の対立である。つ

まり，生きてゆくために「破壊・掠奪」（destruction, abuse）する立場と「保護」（protection, pre-

servation）の立場の激しい対立・対決である。人間の「環境管理」の責任はこのふたつの立場の対

立に関わるものではなくて，実は第三の立場「保全」（conservation）なのである。地上に（主張す

る本人を含め）自然を消費して生きるヒトが全くいないかのように「保護」を唱えても解決にはな

らない。人間の「環境管理」の責任は，破壊と保護，これらのいずれでもなくて生命圏の生態系を

育みつつその余剰の生産物をヒトが消費する「保全」の実行にある。

Catlin が西に向かって旅し，保全 conservation の重要性に気付いたのはアメリカ合衆国が，上記

の分類のAの段階からBの段階へと向かっていた時期だった。

ところで，上述のCの型の「人間と自然との関係」は，自然か人間かどちらが支配者か，という

観方とはまったく違って「共生」の関係を示している。Catlin の「野獣と人が共に……」という提唱

は，このスコープの中で観ると極めて先見性に富んだ保全の提唱であったことが判る。

現代の，国際機構，各国，自治体，地域の最大の課題のひとつは「開発か環境か」のディレンマ

をめぐる合意形成とその妥当性の検討，政策による決断である。これは「地球サミット」（UN-

CED1992 年）のタイトルが「環境と開発に関する国連会議」であったことに象徴的に表れている。

経済の維持，成長を求めて「開発」が進むとき，「環境保全」を実現するためには「保護区域」の設

定が不可欠である。約 180 年前に，後に世界一の物質文明を築くアメリカ合衆国にあって，このこ

との重要性に気づいたカトリンの先見を評価することは，現在の我々の自然観の再検討に大いに資

する。また，カトリンの自然観は中西部の旅を通じて得た，アメリカ先住民との深い交流に強い影

響を受けている。世界各地またわが国ではアイヌなどの先住民族がその自然観を含む固有の文化と

共に消滅しようとしているこの時機に，カトリンの辿った精神世界の旅は，現代人に大きな示唆を

与える。

国際公園への展望

国立公園の制定による自然保護の実現は，一国内の保護区域の設定という方途によるものである。

政治的国境が消滅しつつあり，国民国家が制度疲労によってその機能を失いつつあり，EUのよう

な超国家が実現するグローバリゼーションの時代に地球環境の保全のためには，カトリンの着想を

グローバルに展開する「国際公園」の構想とその実現が必須である。

南北問題の構造の中，原自然の大部分は「南」の途上国に主として分布している。「北」の技術，

資金を含む国際協力・援助は，またこの世界共通，地球生命圏全体にとって消滅させてはならない

原自然のためにも不可欠であり，180 年前のひとりの画家の提唱はいま新しいグローバルな意義を
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帯びている。

４．終わりに

筆者は，公務に就いていた時期に国家公務員の留学制度によってアメリカ合衆国ワシントン大学

森林資源学部College of Forest Resources（ワシントン州シアトル市 後に，再生産可能資源学部

College of Renewable Resources と改称）の大学院と連邦政府（農務省森林庁および内務省地質調

査庁）の研究所で学ぶ機会があった。この２年間の国費留学の期間に，始めの頃は専門分野の森林

調査のためにワシントン州，オレゴン州，カリフォルニア州の北部の，また国境を北に越えたカナ

ダのブリテッシュ・コロンビア州の国有林に頻繁に入った。ワシントン州内の合衆国森林局 US

Forest Service が管理する森林に入ると，国有林の境界を越えて国立公園に分け入るということが

よくある。森林保全から発して，総合的な自然の保全に関心が広がり，同州内の北カスケード山脈

国立公園とオリムピック国立公園の二つの国立公園に研究調査で頻繁に入った。アメリカの国立公

園に入り宿営し諸施設を利用し公園管理官と交流を深めているうちに，国立公園がいかに優れた社

会制度 institution であるかを認識するようになっていった。

昨年アメリカで，スポンサーからの金銭の提供を受けないで市民からの寄付によって優良なテレ

ビ番組を放映する PBS, Public Broadcasting Service が，国立公園についての歴史と制度を詳細に

紹介するシリーズの特別番組を放映した。その特別番組のシリーズの総タイトルはAmerica’s Best

Idea であった。第１回は「ラディカルなアイデア国立公園」Introduction: The Radical Idea of a

Nation’s Park とタイトルを付けて放映された。このタイトルは国立公園がアメリカのベスト・アイ

デアであり，国立公園の着想，構想，創設，維持発展が，極めてラディカルなアイデアに始まるこ

とを良く物語っているが，その創始に画家カトリンがいるのである。

ワシントン特別区にあるスミソニアン・ミュージアム群の中にアメリカ合衆国のナショナル・ギャ

ラリーがある。館内にはそのミュージアムの名称に違わず合衆国の国家と国民にとってのかけがえ

の無い国の資産と言うべき美術作品，特に絵画が保存され一部が展示公開されている。同館には

ジョージ・カトリンのそして彼に因む絵画が展示されている一角が開かれている。その諸作品の中

にウィリアム・フィスクWilliam Fisk が 1849 年に描いたジョージ・カトリンの肖像画がある。こ

の作品はカトリンが 55 歳のとき彼がアメリカ先住民族（アメリカン・インディアン）の暮らしと文

化をヨーロッパに紹介するためにロンドンに居た時に描かれた作品で，彼はこの頃は既に画家の仕

事はしていなかった。しかし，この Fisk が描いたカトリンは左手にパレット右手に絵筆を持って

キャンバスに向かって立っている。絵の中でカトリンは，インディアンや西部開拓にあった白人た
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ちが常套していたバックスキンの服を付けインディアンとフロンティアの文化に溶け込んでいる。

背景に，暗闇の中に消えてゆくインディアンが薄く描かれている。絵画はカトリンが訴えようとし

ていたことを，インディアンの暮らしと文化が，そしてそれを包んでいる壮大で美しい原自然が，

文明によって破壊されて行くという重い懸念を，描き出している。

この肖像画のカトリンの眼はずっと遥か彼方を見つめている。しかしその視線は当て所もなくさ

迷ってはいない。人と風土を含めて自然が保全されることを期して彼が構想し提唱した「国の公園」

の実現を強く意欲して，自らのヴィジョンを見つめ続けている。
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